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こがねい安全・安心メールで災害・犯罪等緊急情報を配信しています。amail.koganei-city@raiden3.ktaiwork.jpに空メールを送信し、
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下水道課業務設備係（☎︎０４２-３８７-９８２８）お問い合わせ

使用水量
使用料

改定前 改定後 増加額
０～１６㎥ ７７０円 ９２８円 １５８円
１７㎥ ８４７円 １,０２０円 １７３円
１８㎥ ９２４円 １,１１３円 １８９円
１９㎥ １,００１円 １,２０５円 ２０４円
２０㎥ １,０７８円 １,２９８円 ２２０円
２１㎥ １,１５５円 １,３９０円 ２３５円
２２㎥ １,２３２円 １,４８２円 ２５０円
２３㎥ １,３０９円 １,５７５円 ２６６円
２４㎥ １,３８６円 １,６６７円 ２８１円
２５㎥ １,４６３円 １,７６０円 ２９７円
２６㎥ １,５４０円 １,８５２円 ３１２円
２７㎥ １,６１７円 １,９４４円 ３２７円

使用水量
使用料

改定前 改定後 増加額
２８㎥ １,６９４円 ２,０３７円 ３４３円
２９㎥ １,７７１円 ２,１２９円 ３５８円
３０㎥ １,８４８円 ２,２２２円 ３７４円
３１㎥ １,９２５円 ２,３１４円 ３８９円
３２㎥ ２,００２円 ２,４０６円 ４０４円
３３㎥ ２,０７９円 ２,４９９円 ４２０円
３４㎥ ２,１５６円 ２,５９１円 ４３５円
３５㎥ ２,２３３円 ２,６８４円 ４５１円
３６㎥ ２,３１０円 ２,７７６円 ４６６円
３７㎥ ２,３８７円 ２,８６８円 ４８１円
３８㎥ ２,４６４円 ２,９６１円 ４９７円
３９㎥ ２,５４１円 ３,０５３円 ５１２円

（２か月当たり・税込み）

使用水量
使用料

改定前 改定後 増加額
４０㎥ ２,６１８円 ３,１４６円 ５２８円
４１㎥ ２,７３３円 ３,２８５円 ５５２円
４２㎥ ２,８４９円 ３,４２５円 ５７６円
４３㎥ ２,９６４円 ３,５６５円 ６０１円
４４㎥ ３,０８０円 ３,７０４円 ６２４円
４５㎥ ３,１９５円 ３,８４４円 ６４９円
４６㎥ ３,３１１円 ３,９８４円 ６７３円
４７㎥ ３,４２６円 ４,１２３円 ６９７円
４８㎥ ３,５４２円 ４,２６３円 ７２１円
４９㎥ ３,６５７円 ４,４０３円 ７４６円
５０㎥ ３,７７３円 ４,５４３円 ７７０円

下水道使用料早見表（２か月当たり）

　安定的かつ継続的に下水道事業経営を維持していくために、令和９年
４月１日に下水道使用料の改定を行います。ご理解とご協力をお願いい
たします。

令和９年４月より
下水道使用料を改定します

市下水道事業イメージキャラクター
「桜

おうすい
水くん」

（２か月当たり・税込み）

モデルケース

一般（単身） 一般（３～４人世帯） 事業所など 工場など

使用水量 ２０㎥ ４０㎥ １００㎥ １,０００㎥

改定前使用料 １,０７８円　　　 ２,６１８円　　　 １０,２０８円　　　 ２０１,０５８円　　　

改定後使用料 １,２９８円　　　 ３,１４６円　　　 １２,３２０円　　　 ２４２,３３０円　　　

増加額 ２２０円　　　 ５２８円　　　 ２,１１２円　　　 ４１,２７２円　　　

改定後のイメージ

１㎥当たりの使用料（１か月） （税抜き）
区　分 汚水量 改定前 改定後 増加額

基本使用料 ８㎥まで ３５０円 ４２２円 ７２円

従量使用料

９～２０㎥ ７０円 ８４円 １４円

２１～３０㎥ １０５円 １２７円 ２２円

３１～５０㎥ １２０円 １４５円 ２５円

５１～１００㎥ １３５円 １６３円 ２８円

１０１～２００㎥ １７０円 ２０５円 ３５円

２０１～５００㎥ ２１０円 ２５３円 ４３円

５０１～１,０００㎥ ２５０円 ３０２円 ５２円

１,００１㎥～ ２９０円 ３５０円 ６０円
※�井戸汚水（家事用、動力式揚水設備なし）は１か月当たりの
使用料を１５㎥として算定

　１か月当たりの使用料を以下のとおり引
き上げます。改定内容 改定後の下水道使用料の適用日

　改定後の使用料は、改定日以降に使用した分から適用されます。使
用料の検針期間に改定日が含まれる場合は、改定日前後で日割計算を
行います。

改定前の
使用料
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使用料

改定前の
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改定後の
使用料
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令和9年 2月 3月 4月 5月

偶数月に
検針の場合

下水道使用料の改定日（令和９年４月１日）

検針日検針日

奇数月に
検針の場合

検針日検針日

改定の背景

市の汚水を処理する施設の１つ「清瀬水再生センター」
ここで処理した水は、写真右側を流れる柳瀬川に放流されます

　市から出た汚水は、市の施設ではなく、都が整備・管理して
いる水再生センターで処理されています。この水再生センター
を運転、維持するための費用（燃料費・人件費・修繕費など）
は、利用している市町村それぞれで分担して負担しています。
　昨今の物価高騰、施設の維持管理費の上昇に伴い、令和８年
度より都への負担金が引き上げられました。

○都への負担金の増加

　下水道事業は、皆さんからの下水道使
用料によって賄われています。今後、人
口の減少、節水型機器の普及による生活
排水の減少により、下水道使用料収入の
減少が見込まれます。

○使用料収入の減少

　市の下水道は昭和４４年の事業着手後、
１８年の歳月をかけて整備を進め、昭和６２
年４月に市全域で水洗化が可能となりま
した。これらの下水管が、標準耐用年数
の５０年を超えています。下水道施設は、
皆さんが健康で快適な文化生活を営む上
で必要不可欠なものです。下水道事業で
は、将来にわたって下水道施設を安定的
かつ継続的に維持していくことが必要で
す。
　今後、老朽化した下水道施設の維持管
理のための費用が増加します。また、こ
の費用も物価高騰、人件費の上昇の影響
を受けます。

○施設の老朽化

　これらのことから今後、下水道事業の収支のバランスが崩れることが見
込まれます。これを受け、令和８年第１回市議会定例会での下水道条例改
正の議決を経て、下水道使用料の改定が決定しました。
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